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問題と目的

いじめや不登校など学校での問題が注目される

ようになって久しい。特に近年は児童においても

問題視されている。学校生活を適応的に送ること

はその子どもの人格発達にも影響を及ぼすことか

ら 野中・永田 親や教師などの周囲の大人

がそれを支えていくことは重要なことである。

吉橋ら（ ）は 自らの状態に気づいて分析

し それに応じた対処行動をとることをセルフモ

ニタリングと定義し 小中学生を対象に「気づき・

観察」「評価・分析」「対処行動」の 次元からな

る「セルフモニタリング尺度」を作成している。

しかし セルフモニタリングと 学校での適応との

関連については十分に分析をされていない。

そこで本研究では 小学生を対象とした質問紙

調査を実施し セルフモニタリングと 友人関係や

学業 教師との関係との関連を検討する。また学年

を分けて分析し その発達の様子も検討する。

方 法

調査対象者 公立 小学校に在籍する 年生から

年生までのうち，保護者より研究の趣旨に同意

が得られた児童 名 年生 名， 年生

名 年生 名， 年生 名 を調査対象者とし

た。学級ごとに各担任教諭によって実施された。

調査内容 セルフモニタリング：谷ら（ ）

で作成された「小中学生臨床用セルフモニタリン

グ尺度」を使用した。上述の 次元からなるが

「時間感覚」「感情」「身体感覚」「対人場面」の

つの領域から捉えることもできる。全 項目

件法。 学校生活：江村・大久保（ ）で作成

された「学校生活尺度」を使用した。「友人との関

係」「学業」「教師との関係」の 因子からなり

得点が高いほど学校生活が良好なものであること

を示す。 項目 件法。

結果と考察

学年ごとに尺度間の相関係数を求めた

～ 。・ 年生ではいずれも正の相関がみられた。

「友人との関係」は どの学年も「対処行動」と

「対人場面」について 以上の比較的強い相関

がみられた。その場に応じた適切な行動がとれた

り 友人の反応や様子に目を向けたりできること

が関係の良好さにつながるといえよう。「学業」「教

師との関係」では どの学年も正の相関がみられた。

自分の状態に気づき 分析し 適切な行動がとれる

ことが 学業適応を良好にし 教師との関係も適応

が得られやすいことがわかった。

領域でみると ・ 年生は「友人との関係」の

「時間感覚」を除く全ての尺度間において 以

上の比較的強い相関がみられた。特に高学年にお

いて セルフモニタリングの力が学校生活の良好

さに関係があると思われた。
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問題と目的

発達障害児の学校場面への適応のための支援と

して，しばしば認知行動療法的アプローチが実施

されている。その際には，児童のセルフモニタリ

ングに対する苦手さへの配慮や支援，ソーシャル

スキルトレーニング等による介入を的確に行う必

要性が指摘されている。支援や介入にあたっては

アセスメントのための指標が必要となるため，小

中学生を対象としたセルフモニタリング尺度の開

発が求められている。わが国における代表的な尺

度としては桜井（ ）が作成した児童用のセル

フモニタリング尺度が存在するが，その内容は学

習や対人関係に限定されているため，谷ら

は臨床的な介入を見据えて，さらに広い領域と概

念を扱ったセルフモニタリング尺度を開発した。

この尺度では，セルフモニタリングについて「社

会的場面からの社会的な適切さに関する情報に基

づいて，自分の行動を管理統制すること」という

の定義を用い，セルフモニタリング

の領域を「対人場面」に限定せず，「時間感覚」，

「感情」，「身体感覚」まで広げ，さらに「気づき・

観察」，「評価・分析」，「対処行動」の つの段階

での測定を可能とするために新たな質問項目を作

成し，小中学生用のセルフモニタリング尺度を開

発した。しかし，その尺度得点の安定性や発達的

な変化，信頼性や妥当性の検討についてはまだ不

十分であり，課題が残されている。そこで，本研

究では小学生を対象とした 年間の縦断調査に基

づいて，セルフモニタリングの発達的変化と安定

性について検討する。

方 法

対象者 年に公立小学校 校の 年生から

年生までの小学生のうち，保護者より研究の趣旨

に同意を得た児童 名（ 年生 名， 年生

名， 年生 名）を調査対象として，質問紙

調査を行った。さらに， 年に同小学校の 年

生から 年生までの小学生のうち，保護者より研

究の趣旨に同意を得た児童 名（ 年生 名，

年生 名， 年生 名）を調査対象として，

質問紙調査を行い，照合が可能であった 名

を分析対象とした。

手続き 両年度において，学級ごとに各担任教諭

によってアンケート調査を実施した。セルフモニ

タリング尺度は「気づき・観察」，「評価・分析」，

「対処行動」の つの段階×「対人場面」，「時間

感覚」，「感情」，「身体感覚」の つの領域から構

成され，合計 項目について 件法での回答を求

られるが，年度によって用いた項目に違いがあっ

たため，共通した 項目（「気づき・観察」 項

目，「評価・分析」 項目，「対処行動」 項目）を

用いて分析を行った。

結果と考察

セルフモニタリング尺度に含まれる 項目に

ついて，年度ごとに探索的因子分析（最尤法，プ

ロマックス回転）を行った結果，いずれの年度に

おいても各領域において「気づき・観察」，「評価・

分析」，「対処行動」の つの因子を確認すること

ができた。一部の因子についてはややα係数が低

いものが見られたが，項目が少ないことが原因で

あると考えられる。各年度について つの尺度得

点を求め，相関分析を行った 。

同じ年度の下位尺度間の相関は高かったが，こ

れはセルフモニタリングという同一の構成概念を

測定するため，このような結果が得られていると

考えられる。異なる年度間の相関係数も中程度で

あり，年度を越えて安定した概念であることが認

められた。また，同じ下位尺度間の相関係数は異

なる下位尺度との相関係数よりも高く，収束的妥

当性と弁別的妥当性が示唆された。

さらに，学年ごとに各尺度得点の推移を検討す

るために対応のある 検定を行った結果， 年生

から 年生にかけて「評価・分析」が低下するこ

とが認められた が，これ以

外の変数については有意差が認められなかった。

また，各年度において，一要因の被験者間分散分

析と多重比較によって 学年の間の比較を行った

結果，有意な学年差が認められ，世代差が示され

た。
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